
受付印  
間 接 強 制 申 立 書（子の引渡し） 

 

 
 （この欄に収入印紙２０００円分を貼ってください。） 

 

 
 
 
 
 

 

                                 

 

 （貼った印紙に押印しないでください。） 

収 入 印 紙       円 
 

予納郵便切手       円 

 

○○ 家 庭 裁 判 所 

御 中 

令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日 

債  権  者 

 

の 記 名 押 印 
甲  野  花  子   ○印 印 

 

添付書類 

（審理のために必要な場合は，追加書類の提出をお願いすることがあります。） 

■執行力のある債務名義正本        ■債務名義の確定証明書 

■債務名義の送達証明書          ■申立書副本 

■送達場所等の届出書           □ 

□                             

 準口頭 

 

 

債 
 

権 
 

者 

住  所 

〒 ○○○ － ○○○○     
 

○○県○○市○○町○丁目○番○号      （    方） 

フ リ ガ ナ 
 

氏  名 

コ   ウ   ノ      ハ   ナ   コ 
 

 甲   野   花   子 

債 
 

務 
 

者 

住  所 

〒 ○○○ － ○○○○ 

 
○○県○○市○○町○丁目○番○号      （    方） 

フ リ ガ ナ 
 

氏  名 

コ   ウ   ノ      イ  チ  ロ  ウ 
 

 甲   野   一   郎 

子 

フ リ ガ ナ 
 

氏  名 

コ   ウ   ノ      キ   ク   オ 
 

 甲   野   菊   男 

フ リ ガ ナ 
 

氏  名 

 

（注）太枠の中だけ記入してください。 

（注）□の部分は，該当するものにチェックしてください。 

 

 (１／３) 



申  立  て  の  趣  旨 

１ 債務者は，子 甲野菊男  を債権者に引き渡せ。 

２ 債務者が本決定の告知を受けた日から○○日以内に前項記載の債務を履行し

ないときは，債務者は，債権者に対し，上記期間経過の日の翌日から履行済みま

で，１日当たり ○○○○ 円の割合による金員を支払え。 

 

申  立  て  の  理  由 

債務者は， ○ ○ 家庭裁判所    支部令和 ○ 年（○○）第○○○○号

○○○○○○○事件の（■審判・決定，□判決，□調停調書，□和解調書，□    ）

正本に基づき，申立ての趣旨第１項記載の義務を有するところ，同義務を履行しな

い。 

また，債務者に上記義務の履行を強制するための間接強制金は，下記の記載及び

その記載を裏付ける書類等によれば，申立ての趣旨第２項記載の金員とすることが

相当である。 

よって，申立ての趣旨記載の裁判を求める。 

記 

１ 債務者の資産・収支状況は，別表のとおりである。 

２ 債務者には，生計を同一にする家族が 

□ いない。 

■ いる。 

（続柄 子 氏名 甲野菊男  ：収入 □ あり ■ なし ） 

（続柄   氏名       ：収入 □ あり □ なし ） 

（続柄   氏名       ：収入 □ あり □ なし ） 

（注） 太枠の中だけ記入してください。 

（注） □の部分は，該当するものにチェックしてください。 

（注） この申立書は，債務者に送付されたり，利害関係人が閲覧や謄写をしたりする可能性がありますので，その

点に御留意のうえ，記載してください。 

 

 

(２／３) 



（別表） 

資産・収支状況表 

 所有財産 

金融機関名 

（銀行支店名，証券会社名

など） 

資産種類 

（普通預金，株式など） 
金  額 

備  考 

（提出資料など） 

 

○○銀行●●支店 ○○預金 ○○○○○○円  

  円  

  円  

 収入 

種   類 金  額（年 額） 提 出 資 料 
 

■給与・役員報酬 ○○○○○○円 

■ 源泉徴収票 

□ 給与支払明細書・

賞与支払明細書 

□自営業の収入 

□不動産収入 
円 

□ 確定申告書写し 

□ その他 

□その他 円  

 支出 

費目 種  類 金  額（月 額） 
備  考 

（提出資料など） 

 

住居費 家賃・地代など ○○○○○円  

生活費 食費・光熱費など ○○○○○円  

学 費 塾代を含む ○○○○○円  

負 債 住宅ローンなど ○○○○○円  

その他  円  

合  計 ○○○○○○円  
 

（注） 太枠の中だけ可能な範囲で記入してください。 

（注） □の部分は，該当するものにチェックしてください。 

（注） この申立書は，債務者に送付されたり，利害関係人が閲覧や謄写をしたりする可能性がありますので，その

点に御留意のうえ，記載してください。 

(３／３) 


